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Into my Packet

インターVネット一ヵ月経過

吉村順子
junko@suehiro.nakano.tokyo.jp

C  O  L  U  M  N

市 民 の 声 と イ ン タ ー ネ ッ ト

ひょんなことから私が関わり始め、前号でもお伝えしたインタ

ーVネットのその後について報告します。インターVネットは「ネ

ットニュースを軸に、なるべく多くの読者に同じ情報を共有して

もらいたい」ということで集まった有志によりスタートしました。

2月15日の記者会見からまだ45日しかたっていないのに、本当に

目まぐるしくいろいろなことがありました。

●

インターVネットのニュースグループ（tnn.interv）は3月1日

に開かれ、一ヵ月たったところでニュースグループの数は14にな

っています。また4月1日現在、インターVネットを読み書きでき

る商用BBSは、ニフティサーブ（GO JISIN）、PC-VAN（J

INTERV）、PEOPLE（GO HYOGO）、ASAHIネット（Internet

Netnews）などです。日経MIX、アスキーネットも参加の意向を

表明され、近日中に実現しそうです。

できるだけ多くの方に投稿の道を開こうということで、インタ

ーVネットの各ニュースグループは電子メールでの投稿も可能にな

っています。詳しくは「インターVネットからのお知らせ」をご覧

ください。

●

インターVネットの主要なサーバーをつとめる中野の末廣ハウス

には、共同研究プロジェクトのお申し出が多数あり、いくつかの

プロジェクトがスタートしました。その一環として機材や回線も

順調に準備が進んでおり、5月にはWWWサーバーサービスも始

められる見込みです。インターVネットに流れた情報も日本語検

索システムを載せ、ストックしながら活用できる方法を検討して

います。また、メールにより主要な説明文が取り寄せられるシス

テムも4月半ば頃からサポートする予定です。こうしたサポートに

関しては大勢のみなさんのネット越しのボランタリーな協力にとて

も感謝しています。

さて、ニュースグループを始めてみると、いろいろなBBSがそ

れぞれ固有のユーザーインターフェイスを生かしたまま相互接続す

るのは、とても大変なことだということがわかりました。

BBSによっては、システムがキャンセルやmoderatedに対応

していません。またMessage-IDを削ってしまうBBSもあります。

独自の記事番号が自動的に付き、それを引用の根拠にするある

BBSでの慣習は、他のBBSではまったく意味をなさないという指

摘も相次ぎました。フォローアップ（コメント）のスレッド（リ

ンク）がBBSによって違うように解釈されると、議論の流れも噛

み合わなくなるといった指摘もありました。

現在は、情報提供が多いのであまり気になりませんが、震災復

興などの議論が活発になると、インターVネットなりの工夫が必

要になるかもしれません。

いくつかのBBSで読み書きをサポートしながらのネットニュー

ス相互接続は、じつにこれが初めてのことなので、内部ではさま

ざまな工夫がされています。そのためニュースフィードに時間がか

かるといった問題もありますが、スピードアップはこれからの課題

だと考えています。また、草の根BBSの参加も多数報告されて

おり、これからが楽しみです。

●

震災発生から２ヵ月余りが過ぎ、BBSによっては地震関連コ

ーナーのリストラが始まりました。そうしたなかで、インターVネッ

トがこれからの日本のボランティアやそれをまとめる団体にどう活

用されていくのでしょうか。とりあえず、枠組みとしてのインター

Vネットを維持する努力は続けていきます。ぜひご協力ください。

hインターVネットへのお問い合わせは引き続き

PAG02023@niftyserve.or.jpで受け付けています。どうぞよろしく！

インターVネットのニュースグループ（1995年4月1日現在）
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